
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＺＥＮＴＳＵＪＩ Japan 

創創立立：：11996688年年 88月月 44日日  

国際ロータリー 
第２６７０地区 

◆例会日 毎週水曜日 12:30～13:30 

◆例会場 香川県善通寺市文京町 3-3-3 

(事務所)  善通寺商工会議所 2F 

TEL(0877)62-7627 FAX (0877)62-7656 

E-mail zen-rc@downtown21.gr.jp 

WEB http://downtown21.gr.jp/zen-rc/ 

 

◆会 長        ◆幹 事   

田岡 直博      高畑 光宏 

今月の例会プログラム  

□ ３月 ５日 客話 ぼそぼその会  

代表 山下 紀子 様 

□ ３月１２日 客話 塩田 章仁 様                

■■■ 3 月１９日 職場訪問例会 11:50 集合  

陸上自衛隊善通寺駐屯地  

□ ３月２２日(土)18:00～魚七← 26 日を変更  

         善通寺 LC との合同お花見例会 

 幹 事 報 告    
 

＊琴平 RC の例会について、４月１日より第１～第３金曜日

の月３回となります。時間・例会場所は変更ありません。 

 

 出  席  報  告   正会員３９名  名誉会員１名 

（2025/2/5 現在）   （出席免除会員(b)9 名(a)1 名） 

3/12（2739 例会） 会員数 39 名 出席会員 22 名（5 名) 
欠席会員 7名  

2/26（2737 例会） 会員数 39 名 出席会員 12 名（3 名) 

＜修 正＞ 

メークアップ １７名 

石原 明、兼岡 誠、香川和久、近藤芳洋、前田 純、

宮武宏行、森永常夫、鍋本恵介、岡崎圭介、大坪一郎、

仙頭志朗、下谷和範、白井 聡、髙木誠一、寺嶋謙次、

石原慎一、西山浩二君 

 2/26 出席者 32 名 出席率 100％ 

ビ ジ タ ー  ０名 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週週  報報  
ＮＯ．３３－２７４０ 

2025(令和7)年3月19日発行

 ニコニコBOX       
□入江善久君：創業祝を頂いて 

□仙頭志朗君：創業祝をいただいて。これからもご指

導のほどよろしくお願い致します 

□西山浩二君：誕生祝を頂いて有難うございました。

これからも宜しくお願い致します 

□浪花 穣君：先日、四国ブロック青年部で四国経済

産業局への政策提言ができ、四国新聞にも掲載して

頂きました。有難うございました。２．誕生祝を頂き有

難うございます。４０歳になります。引き続きご指導宜

しくお願い致します 

□田岡直博君：塩田様、客話ありがとうございました 

□安井一博君：伴奏曲、間違えてすみません 

□浜崎達彦君：体調不良のため、早退させて頂きます 

□前田純、前田隆史君：遅刻してすみません 

□橋本一仁君：早退させていただきます 

 

 

 

 

                          

 

  

 

四つのテスト      真実かどうか 

      みんなに公平か 

      好意と友情を深めるか 

      みんなのためになるかどうか 

                                        

（言行はこれに照らしてから）  

2024‐2025年度 クラブテーマ 

「奉仕の心を大切に」 

 

総本山善通寺五重塔 

国際ロータリー 

会長   ステファニーＡ．アーチック 

＊＊＊＊＊＊＊
 

国際ロータリー第 2670 地区 
ガバナー 夏見 良宏 

 お 知 ら せ  ＊＊理事会報告＊＊ 
 
１．３月～４月第２例会プログラムについて 

4/2 地区協議会報告 ４/9→13(日)9:30～例会（外国
人の交通安全教室10：00～11：30） 
１．白川会員入院時より出席免除 
１．丸亀東RCの50周年記念式典について6/1会長・幹事
出席・自衛隊の記念行事4/27(日)会長出席 会費4000円  
1.４/26(土)地区大会全員登録 参加者39名中16名 
１．米山奨学生ホストクラブでの地区大会米山ナイト出席
地区委員他3名義務出席より 

１．職場訪問例会のお礼記念品（10000円相当）委員会

費より 

 

  

 
  

2024-2025年度国際ロータリーのテーマ 



 

 

 

客   話   

  

株式会社エフエーエス 

          にじいろ未来づくり推進課 

塩田 章仁 

  
ここ最近では LGBTQ+
という言葉を以前に
比べてかなり目にす
る機会が増えたと感
じています。しかし、 
その言葉の意味や理
解はどれだけ進んで

いるでしょうか。皆さんの前でお話をさせていた
だいている私を恐らく初めてお会いする方は男性
として認識しているのではないでしょうか。 
私は女性として生まれ、現在男性に戸籍を変更

し男性として生活しています。LGBTQ+で言うと私
は Tのトランスジェンダー（性別不合）に当ては
まります。 
私は幼少期から男の子、女の子という振り分け

で自分が女の子に当てはめられることにモヤモヤ
と違和感を抱いていました。しかし、その違和感
の正体に気付くのはしばらく先のことでした。 
小学校 5年生で初恋をし、その相手が同じクラ

スの女子だったので自分は何か人とは違うことを
悟りました。自分は人とは違う、自分はいったい
何者なのだろうと自分に何が起きているのか怖く
なり周りへは当然の事ながら打ち明けることはで
きませんでした。むしろ、絶対に知られてはいけ
ない、気付かれてはいけない事として平然を装う
ことを意識するようになりました。 
中学生時代に思春期を迎えこれまでよりも一層

男女の区分けを強く感じるようになりました。  
そんなある日友人にカミングアウトをしました。

当時14歳の私と友人には難しすぎる内容の会話と
なりました。すると翌日学校に行くと私と目も合
わせない、口も利かないといった態度の同級生た
ちがそこにはいました。それは前の日にカミング
アウトをした友人によるアウティングが原因でし
た。【アウティング：本人の承認を得ず第三者に
性的指向や性自認について勝手に暴露する行為】
これによりやはり自分は受け入れられない存在な
のだと人を信じることができなくなってしまいま
した。 
受験モードになった中学 3 年生の時には自分の

将来像が描けず、受験する意味もわからず半ば投
げやりに一校のみ受験しました。志望校は不合格
となり、両親からの説得で定時制高校に入学しま
した。 

高校生になったある日テレビ番組で「私は女性として

生まれたが、男性として生き、男性としてホストをやって  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いる」という方のドキュメンタリーを偶然目

にしました。 

そこで話す方の境遇や想いは間違いなく自

分と同じでした。そこで初めて「性同一性障

害」というものを知りました。 

（※当時はＷＨＯで精神障害として扱われ性

同一性障害とされていたが、現在は除外され

ている。現在は【性別不合または性別違和】

とされ性同一性障害は使われなくなった。） 

性同一性障害を知ったことで周りにも自分の

ことを伝えることができるようになり、この

時期からカミングアウトを積極的に行うよう

になりました。 

高校卒業の時期に就活について確認された

際には、自分が女性として働かなければなら

ないのか、男性として働くことができるのか、

またその勇気はあるのかといった自問自答の

末就職活動はしませんでした。当時友人から

スナックでボーイの仕事を紹介してもらい収

入を得ており、企業への就職は自分にはでき

ないと当時の私は諦めようとしていました。 

しかし、ある日性同一性障害は治療をすれ

ば性別を変更することができるということを

知った私は男性への戸籍変更を夢に抱くよう

になりました。 

しかし当時の収入は安定せず治療費は保険

適用外の為治療をすることは困難でした。私

は治療こそ自分の生きる目的として定職へ就

くと決めましたが、まともに書ける職歴もな

く就職活動は全くうまくいきませんでした。 

友人に仕事を紹介してもらったりしながら

資格を取得し、28歳でエフエーエスと出会い

ました。現在の社長が私の面接をしてくださ

り、当時私はジェンダーの事も面接開始直後

に伝えました。「自分に合った仕事をここで

見つけていけばいい」とその面接時に採用し

てくださいました。当初トラックドライバー

として入社しましたが方向音痴がひどく適さ

ず、倉庫作業員として業務の変更をしてもら

いました。 
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 その後仕事にも慣れ無事に治療費を工面で
き 31歳で無事に戸籍変更ができました。 
戸籍変更という夢を叶えたのもつかの間、燃
え尽き症候群になってしまいました。燃え尽
き症候群をきっかけにLGBTの活動団体を知り、
32 歳ごろから啓発活動を開始するようになり
ました。 
啓発活動をきっかけに学校ではLGBTについ

て学ぶ機会が増え理解が進んでいるが、その
一方で保護者の理解が進んでおらず受け入れ
てもらえない現状を知りました。 
入社してから社長とはこういったたくさん

の話を私は普段からさせてもらっていて、
LGBTの現状課題や変化などについても意見交
換していました。 
そんな会話をきっかけに大人に働きかける

には職場への働きかけがいいのではないかと
思い、社長へ相談しました。 
当時講演活動で有休をかなり取得しており

周囲への負担も私自身が危惧していたことも
重なり、社長へ啓発活動をエフエーエスでさ
せてもらえませんかと持ち掛けたところ社長
は快く賛同してくださり、後に「にじいろ未
来づくり推進課」を発足しました。 
誰もが活躍できる職場づくりをモットーに今
日に至ります。 
この度お話を聞いてくださった皆様は影響

力がお強い方が多いと思っております。 
一人でも多くの方に現状を正しく知ってもら
い、一人でも多くの方が目標や生きがいを持
ち自分らしく活躍できる社会になってほしい
と心から願っております。 
 

     ＊頂きました原稿より記載しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田岡会長より記念品を 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
  

★ ＰＲのお客様 ★ 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

国際ソロプチミスト観音寺 

壷谷 早苗 様 

 

 

       ４月２９日(火・祝)１３：３０～ハイスタッフホ

ールにてチャリティピアノコンサート&落語

会の PRに来られました。 

         ＊チラシは、RC事務所にあります。 
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4名中 2名 
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善通寺 RC週報 ２０２５年３月１９日発行 


